





Comparative study of proton pump inhibitor with histamine2-receptor 


















inhibitor：PPI)とヒスタミン H2 受容体拮抗薬(histamine2-receptor 
antagonist：H2RA)との純粋な比較試験は少ないうえいずれも欧州での試
験である。 
本研究では FD 患者に対する PPIと H2RA の比較を実臨床で行うことを目
的とした。 
当院と 6 つの家庭医を対象とした非盲検無作為試験である。上部消化管症
状の評価には The Gastrointestinal Symptom Rating Scale（以下 GSRS)
を使用した。FD患者は GSRS 解答後オメプラゾール(OPZ)20 ㎎/日かラニチ
ジン塩酸塩(RAN)150 ㎎/日の内服を無作為に割り当てた。主要評価項目は
見本３ 




総 GSRS の減少率は OPZRAN それぞれ 0.8±0.7(平均±中央値)0.6±0.6 で
あり有意差は認めなかった。(P=0.098) 





今回の研究で PPI の H2RA に対する優位性は認めなかったが逆流症状を附
随すると考えられる FD 患者に対しては PPI の方が有用である可能性が示
唆された。 
 
